
鶴
岡
市
議
会
臨
時
会
が

４
月

日
開
か
れ
、
市
長
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専
決
処
分
と
市
税
条
例
及

び
国
保
税
条
例
の
一
部
改

正
、
市
固
定
資
産
評
価
員

の
選
任
に
つ
い
て
提
案
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
議
団
は

国
保
税
条
例
に
つ
い
て
、

課
税
限
度
額
の
引
き
上
げ

に
反
対
し
ま
し
た
。

市
長
専
決
処
分
に
つ
い

て
は
、
地
方
税
法
の
改
正

に
伴
う
市
税
条
例
の
一
部

改
正
で
、
法
人
市
民
税
均

等
割
に
つ
い
て
、
改
正
後

の
地
方
税
法
の
規
定
に
よ

る
と
す
る
こ
と
、
及
び
原

動
機
付
き
自
転
車
と
２
輪

車
、
小
型
特
殊
自
動
車
等

の
軽
自
動
車
税
の
増
税
を

１
年
延
期
す
る
も
の
で
す

議
案
の
市
税
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
は
、
国

に
よ
る
ふ
る
さ
と
納
税
の

手
続
き
の
簡
素
化
（
ふ
る

さ
と
納
税
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

特
例
制
度
）
が
創
設
さ
れ

た
こ
と
に
伴
う
改
正
で
、

確
定
申
告
を
行
わ
な
く
て

も
、
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ

い
て
の
寄
附
金
控
除
が
受

け
ら
れ
る
も
の
、
及
び
固

定
資
産
税
と
都
市
計
画
税

の
特
例
措
置
の
延
長
で

す
。市

固
定
資
産
評
価
員
の

選
任
に
つ
い
て
は
、
市
課

税
課
長
の
人
事
異
動
に
伴

う
も
の
で
す
。

国
保
税
限
度
額
引
き

上
げ
「
高
所
得
者
多
い

大
都
市
圏
と
異
な
る
」

国
民
健
康
保
険
税
条
例

の
一
部
改
正
は
、
国
保
税

の
賦
課
限
度
額
を
４
万
円

引
き
上
げ
て

万
円
に
改
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正
す
る
も
の
、
及
び
国
保

税
の
５
割
軽
減
と
２
割
軽

減
の
所
得
基
準
を
引
き
上

げ
て
軽
減
を
拡
大
す
る
も

の
で
す
。

加
藤
鉱
一
議
員
は
党
市

議
団
を
代
表
し
て
、
賦
課

限
度
額
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
反
対
討
論
に
立
ち
、

「
政
府
は
、
国
保
の
限
度

額
の
引
き
上
げ
を
社
会
保

障
制
度
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

法
に
規
定
し
、
こ
れ
ま
で

協
会
け
ん
ぽ
の
保
険
料
上

限
額
を
参
考
に
し
て
い
た

が
、
被
用
者
保
険
と
ほ
ぼ

同
様
に
限
度
額
超
過
世
帯

の
割
合
が
１
・
５
％
に
近

づ
く
よ
う
、
段
階
的
に
引

き
上
げ
る
方
針
に
転
換
し

た
。厚

労
省
の
推
計
で
は
、

今
回
の
改
正
後
の
限
度
額

超
過
世
帯
の
割
合
は
２
・

％
へ
０
・

ポ
イ
ン
ト

25

21

減
少
す
る
見
通
し
と
の
こ

と
で
、
１
・
５
％
に
近
づ

く
ま
で
今
後
も
引
き
上
げ

が
強
行
さ
れ
る
。

本
市
で
限
度
額
に
達
す

る
割
合
は
、
医
療
分
で
１

・
２
％
の
世
帯
で
、
も
は

や
１
・
５
％
よ
り
小
さ
い

割
合
に
な
っ
て
お
り
、
政

府
の
方
針
か
ら
言
っ
て
も

本
市
で
限
度
額
を
引
き
上

げ
る
理
由
は
な
い
。

年
収
で
１
０
０
０
万
円

を
超
え
る
高
額
所
得
者
が

多
い
大
都
市
圏
と
、
本
市

と
で
は
異
な
る
。

国
保
税
の
課
税
限
度
額

に
つ
い
て
は
、
法
定
の
額

の
範
囲
内
で
市
町
村
が
独

自
に
設
定
で
き
る
も
の
で

あ
り
、
市
民
の
暮
ら
し
、

医
療
を
守
る
立
場
に
立

ち
、
負
担
の
軽
減
を
図
る

べ
き
だ
」と
述
べ
ま
し
た
。

国
保
税
条
例
の
一
部
改

正
は
共
産
党
市
議
団
が
反

対
し
、
他
会
派
の
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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▽
４
月

日
か
ら
始
ま
っ
た
県
議
の
任
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期
の
５
日
目
に
災
害
発
生
、
勝
手
が
わ

か
ら
な
い
ま
ま
に
と
も
か
く
現
地
に
駆

け
つ
け
ま
し
た
が
、
行
政
は
連
休
中
で

あ
っ
て
も
速
や
か
に
対
応
し
て
お
り
、

緊
急
の
住
民
要
望
は
一
週
間
以
内
に
ほ

ぼ
解
決
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

５
日
に
榎
本
市
長
、
９
日
は
吉
村
県

知
事
も
現
地
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

今
後
、
本
格
復
旧
が
滞
り
な
く
お
こ

な
わ
れ
る
よ
う
に
、
引
き
続
き
注
視
し

て
い
き
ま
す
。

（
県
議

関

徹
）

▽
５
日
（
火
）
未
明
に
発
生
し
た
温
海

地
区
の
土
砂
崩
れ
の
現
地
調
査
に
向
か

い
ま
し
た
（
別
欄
に
詳
報
）
。
私
は
５

日
・
６
日
両
日
午
後
、
土
木
工
事
、
電

柱
・
電
線
等
の
工
事
業
者
に
状
況
を
聴

取
、
山
五
十
川
地
区
及
び
戸
沢
地
区
の

自
治
会
長
さ
ん
始
め
住
民
の
方
か
ら
要

望
を
聞
き
ま
し
た
。

連
休
明
け
の
７
日
（
木
）
に
は
党
鶴

岡
市
議
団
と
一
緒
に
現
地
で
鶴
岡
市
の

説
明
を
受
け
、
そ
の
後
庄
内
支
庁
に
対

策
の
要
請
を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

国保税課税限度額の見直し

20年度 21年度 22年度 23年度 26年度 27年度

医療給付分 47万円 47万円 50万円 51万円 51万円 52万円

後期高齢者医療支援金分 12万円 12万円 13万円 14万円 16万円 17万円

介護保険納付金分 9万円 10万円 10万円 12万円 14万円 16万円

合 計 68万円 69万円 73万円 77万円 81万円 85万円

○ 国保税の軽減判定所得の見直し

① ２割軽減

（現行）基準額 33万円＋45万円×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋47万円×被保険者数

② ５割軽減

（現行）基準額 33万円＋24.5万円 ×被保険者数

（改正後）基準額 33万円＋26万円 × 被保険者数

憲法記念日の３日、関徹県議と党市議団が

市内各所で「安倍政権の戦争立法づくりを止

めさせ平和憲法を守ろう」と訴えました。



５
日
に
発
生
し
た
温
海

地
域
・
山
五
十
川
地
内
の

県
道
を
ふ
さ
い
だ
土
砂
崩

れ
災
害
に
対
し
て
、
７
日

に
関
徹
県
議
と
、
加
藤
鉱

一
市
議
、
菅
井
巌
市
議
が
、

現
地
調
査
と

庄
内
支
庁
へ

の
復
旧
の
要

望
を
行
い
ま

し
た
。

現
場
は
主

要
地
方
道
菅

野
代
・
堅
苔

沢
線
の
山
五

十
川
と
戸
沢

間
で
、
山
腹

法
面
が
高
さ

約

㍍
、
長

10
さ
約

㍍
に
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わ
た
っ
て
崩

壊
し
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
擁

壁
と
土
砂
や

倒
木
が
県
道

を
ふ
さ
ぎ
全

面
通
行
止
め

と
な
り
、
並

行
す
る
電
柱

も
倒
れ
、
電

気
、
電
話
、

テ
レ
ビ
の
共

同
ア
ン
テ
ナ

の
ケ
ー
ブ
ル

が

切

断

さ

れ
、
ま
た
停

電
に
よ
り
給

水
施
設
が
停

止
し
た
た
め

断
水
す
る
な

ど
し
て
、
一

時
周
辺
地
域

の
ラ
イ
フ
ラ

イ
ン
が
寸
断

さ

れ

ま

し

た
。現

地
調
査

で
は
、
市
の

小
笠
原
農
林

水

産

部

参

事
、
温
海
庁

舎
の
鈴
木
支

所
長
ら
担
当
職
員
よ
り
被

害
状
況
の
説
明
と
案
内
を

受
け
ま
し
た
。

災
害
現
場
は
、
県
道
上

の
山
の
中
腹
に
素
掘
り
の

農
業
用
水
路
が
通
っ
て
お

り
、
そ
の
一
部
か
ら
崩
落

し
て
い
ま
し
た
。
原
因
は

４
日
か
ら
５
日
に
か
け
て

降
っ
た
雨
の
影
響
と
考
え

ら
れ
、
斜
面
の
他
の
場
所

に
も
水
が
流
れ
落
ち
た
跡

が
あ
り
ま
し
た
。

大
量
の
土
砂
の
撤
去
に

向
け
て
、
工
事
業
者
に
よ

る
現
地
測
量
な
ど
が
行
わ

れ
、
懸
命
な
復
旧
作
業
が

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

農
業
用
水
路
が
崩
壊
し

た
こ
と
に
よ
り
、
下
流
の

約
５
㌶
の
田
へ
の
水
が
不

通
と
な
り
、
「
代
か
き
」

な
ど
の
農
作
業
へ
の
支
障

が
懸
念
さ
れ
て
お
り
、
農

家
か
ら
は
「
田
植
え
に
間

に
合
わ
せ
る
た
め
に
も
、

一
週
間
以
内
で
復
旧
し
て

ほ
し
い
」
と
の
声
が
寄
せ

ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で

し
た
。

当
面
は
、
寸
断
さ
れ
た

箇
所
に
ビ
ニ
ー
ル
パ
イ
プ

を
使
い
通
水
さ
せ
る
応
急

措
置
を
検
討
し
て
い
る
と

の
こ
と
。
応
急
工
事
の
時

期
が
ま
だ
見
通
し
が
立
た

な
い
事
か
ら
、
こ
れ
ら
の

要
望
を
携
え
県
道
を
管
理

す
る
庄
内
支
庁
に
足
を
運

び
、
農
村
企
画
課
と
、
道

路
計
画
課
へ
一
刻
も
早
い

復
旧
を
要
請
し
ま
し
た
。

電
気
と
電
話
・
水
道
は

５
日
夕
方
に
復
旧
し
、
テ

レ
ビ
の
ケ
ー
ブ
ル
は
７
日

に
復
旧
し
ま
し
た
。

ま
た
、
９
日
午
後
に
は

土
砂
の
撤
去
作
業
が
進

み
、
山
側
に
土
の
う
を
積

む
な
ど
し
て
道
路
も
片
側

交
互
通
行
と
な
り
、
農
業

用
水
路
の
応
急
工
事
は
12

日
に
完
了
し
、
地
元
農
家

か
ら
は
「
何
と
か
田
植

に
間
に
合
っ
て
よ
か
っ

た
」
と
安
堵
の
声
が
寄
せ

ら
れ
ま
し
た
。

今
回
の
土
砂
災
害
の
原

因
究
明
と
全
面
復
旧
、
周

辺
部
も
含
め
た
安
全
対
策

に
つ
い
て
、
引
き
続
き
要

請
し
て
ゆ
き
ま
す
。

土木課入札結果（ ）内は予定価格
5月7日入札分

・陽光町本町三丁目線道路改良工事（陽光町地内）
(有)大泉建設 2,180,000円（2,244,000円）工期～7/17（落札率97.1％）

4月30日入札分
・鉄工団地２号線道路改良工事（下清水地内）
(株)五十嵐建業 5,980,000円（6,790,000円）工期～8/25（落札率88.1％）

南部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
5月7日入札分

・大鳥防雪センター等補修工事（大鳥地内）
上野土木建設(株) 3,100,000円（3,147,000円）工期～7/31（落札率98.5％）

温海庁舎入札結果（ ）内は予定価格
4月30日入札分

・温海庁舎正面玄関シェルター等設置工事
(株)和泉工務店 9,900,000円（9,980,000円）工期～8/7（落札率99.2％）

東部建設事務室入札結果（ ）内は予定価格
4月30日入札分

・藤島歴史公園ロープ柵等設置工事（藤島字山ノ前地内）
板垣建設(有) 5,100,000円（5,306,000円）工期～6/26（落札率96.1％）

関
県
議
と
日
本
共
産
党
市
議
団

温
海
・
山
五
十
川
の
土
砂
災
害
を
現
地
調
査

写
真
右
・
現
場
で
説
明
を
受
け
る
関
県

議(

右)

と
加
藤
鉱
一
市
議(

中
央)

、
中
央

・
土
砂
崩
れ
の
様
子
、
左
・
温
海
庁
舎
で

報
告
を
受
け
る
関
県
議
と
党
市
議
団

戦
争
立
法
、
労
働
法
制
大
改
悪
阻
止

労
働
者
と
国
民
の
団
結
を
広
げ
よ
う

第

回
メ
ー
デ
ー
鶴
岡
田
川
地
区
集
会
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快
晴
の
５
月
１
日
、
第

回
メ
ー
デ
ー
鶴
岡
田
川

86地
区
集
会
が
鶴
岡
公
園
疎

林
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。安

倍
政
権
に
よ
る
「
戦

争
立
法
」
と
改
憲
、
沖
縄

の
米
軍
新
基
地
建
設
、
労

働
法
制
大
改
悪
、
消
費
税

大
増
税
と
社
会
保
障
改

悪
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
推
進
、

原
発
再
稼
働
な
ど
、
あ
ら

ゆ
る
問
題
に
対
し
て

労
働
者
と
国
民
の
団

結
で
た
た
か
い
を
広

げ
よ
う
と
、
総
決
起

の
場
に
な
り
ま
し

た
。集

会
後
に
市
内
を

デ
モ
行
進
し
、
市
民

に
「
平
和
と
働
く
も

の
の
権
利
を
守
れ
」

と
大
き
く
呼
び
か
け

ま
し
た
。


